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最初に番号 1の箱から取り出した玉を●で表し、番号 1の箱に残った玉を〇で表す。 

番号𝑘 − 1の箱まで操作を終えて、番号𝑘の箱に●が 2個・〇が 1個入っている確率を𝑎𝑘とし、番号𝑘の箱に 

●が 1個・〇が 2個入っている確率を𝑏𝑘とする。 

 

𝑎2 = 1 であり、以降𝑘 ≧ 2 について、以下の漸化式が成り立つ。 𝑎𝑘+1 =
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番号𝑛 − 1 の箱まで操作を終えて、最後に●の玉が番号 1 の箱に戻る確率は、
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